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健
康
維
持
や
体
力
向
上
の
た
め
、
気
軽

に
で
き
て
、
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
。
そ
の
効
果
に
、
注
目
が
集
ま

っ
て
い
ま
す
。�

　
と
う
お
ん
健
康
づ
く
り
の
会
で
は
、
昨

年
11
月
17
日
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
を
開
催

し
ま
し
た
。�

　
今
回
で
4
回
目
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
は
、

今
ま
で
よ
り
少
々
距
離
が
長
か
っ
た
も
の

の
、
秋
の
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
で
き
ま
し
た
。�

　
こ
こ
で
は
、
参
加
し
た
方
の
声
を
紹
介

し
ま
す
。�

�

と
う
お
ん
健
康
づ
く
り
の
会
に
参
加
し
て��

上
樋
　
坂
本
　
倭
枝�

�

　
私
が
と
う
お
ん
健
康
づ
く
り
の
会
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
実
は
ず
っ

と
維
持
し
て
い
た
体
型
が
４
〜
５
年
前
か

ら
変
化
あ
り
。�

　
一
度
つ
い
た
ぜ
い
肉
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
健
康
診
査
の
記
録
に
注
意
事
項
、

同
年
齢
の
か
た
に
お
聞
き
す
る
と
多
少

な
り
と
も
皆
さ
ん
ひ
っ
か
か
っ
て
い
る

と
の
こ
と
。�

　
で
も
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
、
何

か
し
な
く
て
は
と
。
多
忙
な
私
、
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
に
通
う
時
間
も
ま
ま
な
ら
ず
、

ま
た
ク
ラ
ブ
に
行
く
の
は
私
の
好
み
で
も

な
い
。�

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ら
私
で
も
で
き
る
か

な
、
と
決
意
し
た
も
の
の
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
い
か
な
い
。�

　
そ
ん
な
頃
に
「
『
と
う
お
ん
健
康
づ
く

り
の
会
』
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。」

と
、
地
域
の
方
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。�

　
あ
れ
か
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
し
て
今

回
で
４
回
目
の
参
加
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。�

　「
愛
媛
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
　
５
・
３
km

コ
ー
ス
　
秋
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
、
昨

年
１１
月
１７
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。�

　
お
天
気
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
最
高
の
条

件
で
し
た
。�

　
普
段
何
気
な
く
見
慣
れ
た
コ
ー
ス
で
見

学
し
て
い
る
場
所
で
す
が
、
私
と
し
て
は

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
参
加
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
も
の
で
す
か
ら
楽
し
み
で
し
た
。�

　
ま
ず
、
中
央
公
民
館
前
を
出
発
し
て

田
窪
宇
気
洲
神
社
で
休
憩
と
記
念
撮
影
。

な
ん
と
参
加
者
７３
人
で
パ
ッ
チ
リ
。
目

的
地
の
緑
化
セ
ン
タ
ー
に
向
っ
て
マ
イ
ペ

ー
ス
で
歩
く
方
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を

し
な
が
ら
歩
く
方
、
一
生
懸
命
歩
か
れ
る

方
、
無
事
に
１０
時
３０
分
ご
ろ
、
緑
化
セ

ン
タ
ー
に
着
き
ま
し
た
。�

　
お
茶
や
お
や
つ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

秋
の
木
の
実
や
美
し
い
紅
葉
を
鑑
賞
。
三

カ
村
泉
を
と
お
り
、
中
央
公
民
館
に
は
１２

時
ご
ろ
帰
着
。�

　
全
員
が
無
事
故
で
元
気
に
帰
着
で
き
た

こ
と
が
、
実
行
委
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
役
員
一
同
う
れ
し
い
限
り
で
す
。�

　
先
頭
役
の
こ
と
で
不
都
合
、
不
満
な
点

が
あ
れ
ば
お
許
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。�

　
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。�

� �

健
康
づ
く
り
の
会
を
通
し
て�

私
な
り
に
感
じ
た
こ
と
…
。�

　
参
加
し
て
す
ぐ
に
結
果
が
現
れ
て
く
る

は
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
持
続
し
て
こ
そ
参
加

す
る
こ
と
に
結
果
が
現
れ
て
く
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。�

　
自
分
に
限
っ
て
大
丈
夫
と
い
う
過
信
が

すこやか健康づくりは�
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怖
い
。
各
々
与
え
ら
れ
た
人
生
、
心
が
け

一
つ
で
新
し
い
自
分
、
新
し
い
出
会
い
、

新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
一
歩
か
ら
健
康
づ
く

り
を
し
て
み
る
こ
と
も
楽
し
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。�

�

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
る
た
め
に
必
要

な
の
は
、
歩
く
の
を
楽
し
む
こ
と
。�

　
健
康
の
た
め
に
始
め
て
み
た
ら
、
い
つ

の
間
に
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
す
っ
か
り
魅

せ
ら
れ
た
と
い
う
人
も
増
え
て
い
ま
す
。�

　
便
利
な
移
動
手
段
で
あ
る
自
動
車
な
ど

を
つ
い
利
用
し
が
ち
で
す
が
、
生
活
習
慣

を
少
し
変
え
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
取
り

入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。�

　
ゆ
っ
く
り
歩
く
と
、
い
つ
も
と
は
違
っ

た
景
色
を
見
つ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。�

　
次
回
は
、
4
月
頃
に
川
内
地
区
で
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
皆

さ
ん
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

�

■
問
い
合
せ
先�

　
と
う
お
ん
健
康
づ
く
り
の
会
事
務
局�

　
東
温
市
健
康
推
進
課
健
康
栄
養
係�

　
　
9
6
4
・
4
4
0
7
�

　
　
9
6
6
・
2
1
9
1

　交通災害共済は不幸にして交通災害にあったとき、
少しの掛金で見舞金を受け取ることができる制度
です。�
　車を運転される方はもちろん、特にお年寄り・お
子さんを含め、家族そろって�
加入されますようおすすめ�
します。�
�
■加入資格�
　東温市に住民票のある方�
　（平成１９年４月１日現在）�
※但し、学生等で東温市に住民票がない方でも扶
養義務者が加入される場合は加入できます。�
■共済掛金�
　一　　　般　６００円（平成４年４月１日生以前）�
　中学生以下　２５０円（平成４年４月２日生以降）�
※平成１９年３月卒業の中学生は一般扱いになります。�
■共済期間�
　平成1９年４月１日から平成２０年３月３１日まで�
※中途加入の場合は、掛金納入の翌日から平成２０
年３月３１日まで�
■受　　付�
各金融機関（郵便局を除く）市役所社会福祉課・
川内支所で受け付けます。�
■時　　効�
平成１９年４月１日以後の事故に対する見舞金の
請求期限は、災害を受けた日の翌日から２年以
内です。�
■災害見舞金�
加入者であれば日本国内どこで起きた交通事故
でも適用されます。�

交通災害共済加入申込�

災　害　の　程　度�等 級� 金額（円）�

死　　亡�

医師の治療実日数�
３６０日以上の傷害�

医師の治療実日数�
１８０日以上３６０日未満の傷害�

医師の治療実日数�
９６日以上１８０日未満の傷害�

医師の治療実日数�
８０日以上９６日未満の傷害�

医師の実治療日数�
６４日以上８０日未満の傷害�

医師の治療実日数�
４８日以上６４日未満の傷害�

医師の治療実日数�
３２日以上４８日未満の傷害�

医師の治療実日数�
１６日以上３２日未満の傷害�

医師の治療実日数�
７日以上１６日未満の傷害�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

１０�

１００万�

２０万�

１７万５千�

１５万�

１２万５千�

１０万�

７万５千�

５万�

３万�

１万�

県林業技術センター�
緑化センター�

中
央
公
民
館�

美
川
・
松
山
線�

東温市役所�

伊予鉄道 横河原線�

松山自動車道�

スタート地点�

森松・重信
線�

〒�

たのくぼ�

三カ村泉�

田窪�

銀杏やいろいろな形の
どんぐりがたくさん�
おちていました。小さ
いお子さんが喜びそう
です。�

稲刈りのあとの
田んぼを鑑賞。
わらのロールが
ありました。�

土手沿いの道は、100m
毎の標識もあり、ウォー
キングに最適。100m歩
くのに何歩で歩けるか確
認もできました。�
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●東温市で執行した入札結果は次のとおりです。�

学校給食
センター�
�
土谷�
集会所�
�

河之内�

�
則之内�

�
河之内�

�
山之内�

�
樋口�

�
則之内�

�
市内�

�
市内�

�
市内�

�
市内�

�
市内�

�
市内�

�
吉久�

�
樋口�

三菱ふそうトラック・
バス㈱西四国ふそう�

�
アルファ文具�

松山流域森林組合�

渡部電水工業㈱�

日進建設㈱�

㈲杉原工業�

㈲杉原工業�

フジモト設備�

セイワコンサルタント㈱�

セイワコンサルタント㈱�

セイワコンサルタント㈱�

セイワコンサルタント㈱�

香川鑿泉㈱松山出張所�

アースコンサルタント�

丹下建設㈱�

㈲竹田建設�

15,051,720円

871,500円�

1,281,000円�

37,590,000円�

3,706,500円�

1,680,000円�

5,334,000円�

16,800,000円�

4,515,000円�

2,520,000円�

2,730,000円�

1,995,000円�

3,675,000円�

2,656,500円�

2,100,000円�

3,759,000円�

東温市学校給食センター配送
車整備事業�
�
土谷コミュニティ施設備品購入�

�
国道11号線境界伐開業務�
�
川内地区統合簡易水道改良工
事（20工区）�
�
土谷地区ガードレール設置工事�

�
山之内関屋線道路舗装工事�

�
樋口地区ほ場整備工事（5工区）�
�
川内地区統合簡易水道改良工
事（21工区）�
�
汚水管渠詳細設計委託業務（重
信処理区）その1�
�
汚水管渠詳細設計委託業務（重
信処理区）その２�
�
汚水管渠詳細設計委託業務（重
信処理区）その３�
�
汚水管渠詳細設計委託業務（川
内処理区）その１�
�
公共下水道事業に係る地質調
査委託業務（重信処理区）�
�
公共下水道事業に係る地質調
査委託業務（川内処理区）�
�
上砂向井川線道路整備工事�

�
菖蒲片山線道路改良工事�
�

学校給食センターの給食配送車を購入する。3トン車
2台、2トン車２台  �
  �
土谷地区のコミュニティ施設備品を購入する。  �
  �
国道11号線と民地の境界に生えている雑草等の刈り
払い業務を委託する。  �
  �
送水管布設工φ100　延長825．5m、配水管布設工
φ150～φ75　延長1,117．1m  �
  �
本谷線　ガードレール　延長68.0m、中ノ子線　ガー
ドレール　延長6.0m  �
  �
舗装整備　Ｌ＝145．0ｍ　Ｗ＝4.0ｍ　Ａ＝580m2 

  �
樋口地区のほ場整備　Ａ＝1.4ｈａ  �

  �
配水管布設工 ＰＰ φ40～φ100 延長＝1126．4ｍ  �
  �
重信処理区（その1）の汚水管渠詳細設計業務を委託
する。Ｌ＝4.3km  �
  �
重信処理区（その2）の汚水管渠詳細設計業務を委託
する。Ｌ＝2.1km  �
  �
重信処理区（その3）の汚水管渠詳細設計業務を委託
する。Ｌ＝2.4km  �
  �
川内処理区（その１）の汚水管渠詳細設計業務を委託
する。Ｌ＝1.0km  �
  �
公共下水道に係る地質調査業務を委託する。重信処
理区4ヶ所  �
  �
公共下水道に係る地質調査業務を委託する。川内処
理区2ヶ所  �
  �
道路整備　延長94．0ｍ  �
  �
道路改良　延長25ｍ　幅員４ｍ    

H18.12.4�
～H19.3.30�

�
H18.12.7�
～H19.2.28�

�
H18.12.7�
～H19.2.27�

�
H18.12.8�
～H19.3.23�

�
H18.12.8�
～H19.2.28�

�
H18.12.18�
～H19.3.23�

�
H18.12.18�
～H19.3.20�

�
H18.12.18�
～H19.3.20�

�
H18.12.21�
～H19.2.28�

�
H18.12.21�
～H19.2.28�

�
H18.12.21�
～H19.2.28�

�
H18.12.21�
～H19.2.28�

�
H18.12.21�
～H19.2.28�

�
H18.12.21�
～H19.2.28�

�
H18.12.22�
～H19.3.23�

�
H18.12.22�
～H19.3.23

12/1

12/6

12/14

12/20

入札日� 場　所� 税込落札金額�工　期�工事（業務）名� 落札業者�

　
現
在
、
市
で
は
『
東
温
市
緑
の
基
本

計
画
』
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。�

　
今
回
、
計
画
の
素
案
を
と
り
ま
と
め
、

そ
の
概
要
を
公
開
し
ま
す
の
で
、
広
く

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

���������

　
緑
の
基
本
計
画
（
概
要
版
）
は
、
２

月
６
日
（火）
か
ら
市
役
所
２
階
都
市
計
画

課
、
川
内
支
所
１
階
窓
口
及
び
東
温
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.toon.�

ehim
e.jp/

）に
お
い
て
公
開
し
ま
す
。�

　
意
見
用
紙
は
、
市
役
所
２
階
都
市
計

画
課
、
川
内
支
所
１
階
窓
口
に
置
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
東
温
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
取
得
で
き
、
自
由
様
式
で
の

提
出
も
可
能
で
す
。�

　
緑
の
基
本
計
画
（
概
要
版
）
を
ご
覧

い
た
だ
い
た
感
想
や
ご
意
見
を
、
２
月

２０
日
（火）
ま
で
に
文
書
に
て
、
市
役
所
２

階
都
市
計
画
課
、
川
内
支
所
１
階
窓
口

に
設
置
し
て
い
る
意
見
提
出
ボ
ッ
ク
ス

へ
投
箱
、
ま
た
は
次
の
連
絡
先
へ
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に
て
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。�

　
な
お
、
ご
意
見
は
市
内
に
お
住
ま
い

か
、
就
業
さ
れ
て
い
る
方
、
市
内
の
事

業
所
及
び
事
務
所
に
限
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。�

　
ま
た
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
に
つ
き

ま
し
て
は
可
能
な
か
ぎ
り
計
画
へ
反
映

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
個
別
に

は
回
答
し
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
ご
意
見
は
、
整
理
・
分
類
し
た

う
え
で
、
市
の
考
え
と
と
も
に
後
日
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
公
表
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。�

�

■
連
絡
先�

都
市
計
画
課
　
公
園
係�

〒
７
９
１
・
０
２
９
２�

東
温
市
見
奈
良
５
３
０
番
地
１�

　
９
６
４
・
４
４
１
２�

　
９
６
４
・
４
４
４
７�

toshikei-a@
city.toon.ehim

e.jp

（平成18年12月1日～12月20日分）�

『
東
温
市
緑
の
基
本
計
画
』策
定
に
あ
た
り�

　
　
　
　
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い�

� 『
東
温
市
緑
の
基
本
計
画
』策
定
に
あ
た
り�

　
　
　
　
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い�

�

　
こ
の
計
画
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
緑
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
公
園
の
緑
化
の
み
な
ら
ず
、
広
く
緑
化

意
識
の
高
揚
を
図
る
も
の
で
す
。�
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　障害者自立支援法に基づき、平成１８年１０月１日
から地域生活支援事業が始まりました。地域生活支
援事業とは、障害福祉サービスとは別に、地域や利
用者の実情に応じて市町村が実施する事業です。�

　地域生活支援事業に関する詳細については、次のところへお問い合せください。また、東温市ホーム
ページにも掲載していますのでご確認ください。�

社会福祉課　　　９６４－４４０６　　ホームページアドレス　http://www.city.toon.ehime.jp/�

障害のある人の地域での生活を支援するため、障害者等からのさまざまな相
談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のために必要な援助を行います。             �
�
聴覚、言語機能、音声機能などの意思疎通に支障のある方に、手話通訳者や
要約筆記奉仕員の派遣などを行います。             �
�
重度の障害がある方に、自立生活支援用具等の日常生活用具の購入に要した
費用を支給すること等によって、日常生活の便宜を図ります。�
�
屋外での移動が困難な障害のある人について、外出（社会生活上必要不可欠
な外出及び余暇活動等の社会参加）のための支援を行います。             �
�
在宅の障害者等（知的障害者及び障害児）の日中における活動の場を確保し、
障害者等の家族の就労支援及び障害者等を日常的に介護している家族の一時
的な休息のための支援を行います。             �
�
介護給付支給決定者以外の方（非該当者）に対して、日常生活に関する支援・
家事に対する必要な支援を行います。             �
�
平成18年10月から障害者デイサービスが廃止されましたが、9月末日にお
いて、デイサービス事業を実施していた事業所が、地域活動支援センター等
へ移行が困難な場合に、経過措置として引き続きデイサービス事業を行うこ
とができます。 �
※平成19年３月31日までの経過措置となっています。   �
�
障害のある方に、自動車運転免許取得及び自動車の改造に要する費用の一部
を助成します。             �
�
施設に入所または通所し、更生訓練を受けている障害者に対し、更生訓練費
を給付します。�

事　業　名� 事　　業　　内　　容� 利用者負担�

相 談 支 援 事 業 �

    �
コミュニケーション
支 援 事 業     �
    �
日常生活用具費�
支 給 事 業     �

    �
移 動 支 援 事 業     �
�

    �
日中一時支援事業    �

    �
    �
生活サポート事業    �
    �
�
�
経 過 的 �
デイサービス事業    �
    �

    �
自動車運転免許取得費・
改 造 費 助 成 事 業     �
�
更 生 訓 練 費 �
給 付 事 業     �
    

無　　料�
�
�

無　　料�

区　　分� 世 帯 の 収 入 状 況 � 月額負担上限額�

生 活 保 護 �

低 所 得 1     �    �

低 所 得 2 �

一 　 　 般     

0円�
�

15,000円�
�

24,600円

37,200円�

無　　料�

原則１割負担�

10万円を限度に助成
（所得制限あり）�

生活保護受給世帯��
市民税非課税世帯で、サービスを利用する本人または障害児の保護者の収入
が80万円以下の方            �

市民税非課税世帯で、低所得1以外の方�

市民税課税世帯�

東温市地域生活支援事業が�
　　　　　  始まりました！�

【地域生活支援事業】�

【利用者負担額について】�

【問い合せ先】�

　原則としてサービスの利用に応じた１割負担となります。（ただし、所得に応じて次の４区分の月額負
担上限額を設定しています。）�
※月額負担上限額は、地域生活支援事業の利用者負担が、原則１割負担となっている事業の合計額が対
象となります。�
�
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大
人
の
仲
間
入
り
を
祝
う
平
成
１９
年

の
東
温
市
成
人
式
が
、
１
月
７
日
、
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
、
東
温
市
で
成
人
を
迎
え
た
の
は
、

昭
和
６１
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６２
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
４
９
０
名
で
す
。

こ
の
う
ち
式
典
に
は
、
男
性
１
８
４
名
、

女
性
１
７
９
名
の
計
３
６
３
名
が
参
加
。

華
や
か
な
晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人

の
皆
さ
ん
が
、
友
人
や
恩
師
ら
と
と
も
に

２０
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。�

�

■�
�

　
会
場
と
な
っ
た
田
窪
の
中
央
公
民
館
に

は
、
式
典
が
始
ま
る
３０
分
ほ
ど
前
か
ら
、

新
成
人
が
次
々
と
到
着
し
、
受
付
を
済
ま

せ
る
と
大
ホ
ー
ル
へ
入
場
。
式
が
始
ま
る

前
に
は
、
新
成
人
４４
名
か
ら
な
る
運
営

委
員
会
が
壇
上
へ
登
り
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
東
温
市
と
な
っ
て
３
回
目
を
迎
え
た
今

回
の
成
人
式
も
、
新
成
人
の
中
か
ら
運
営

委
員
を
募
集
。
自
ら
の
力
で
式
の
企
画
や

準
備
、
当
日
の
運
営
に
あ
た
っ
て
く
れ
た

の
で
す
。�

�

■�
�

　
式
典
で
は
、
国
家
斉
唱
の
あ
と
、

須

賀
市
長
が
「
創
造
と
挑
戦
の
時
代
に
、
常

に
目
標
に
向
け
て
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
激
励
の
言
葉
を
贈
る
と
、
新
成
人
代
表

の
新
立
和
也
さ
ん
と
松
末
寿
子
さ
ん
に
記

念
品
を
贈
呈
し
て
、
若
人
た
ち
の
前
途
を

祝
い
ま
し
た
。�

　
来
賓
祝
辞
、
来
賓
の
紹
介
が
終
る
と
、

成
人
代
表
の
高
須
賀
文
香
さ
ん
が
祝
電
を

披
露
。
新
成
人
意
見
発
表
で
は
、
近
藤
清

史
さ
ん
と
森
彩
香
さ
ん
が
成
人
を
代
表
し

て
自
ら
の
意
見
を
発
表
す
る
と
、
壇
上
か

ら
降
り
て
、
会
場
内
の
友
人
た
ち
の
将
来

の
夢
や
希
望
を
聞
い
て
回
り
ま
し
た
。
中

に
は
、
恩
師
や
来
賓
も
飛
び
入
り
し
て
会

場
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。�

　
意
見
発
表
の
あ
と
は
、
成
人
代
表
の
松

下
晋
太
郎
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
、
式
典
は

お
ご
そ
か
に
終
了
し
ま
し
た
。�

東温市成人式�東温市成人式�
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大
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
た
椅

子
が
か
た
づ
け
ら
れ
る
と
、
新
成
人
全
員

で
一
生
の
思
い
出
と
な
る
記
念
撮
影
に
臨

ん
で
い
ま
し
た
。�

�

■�
�

　
式
典
の
あ
と
に
開
か
れ
た
運
営
委
員
会

主
催
の
茶
話
会
で
は
、
恩
師
を
囲
み
な
が

ら
、
久
々
の
再
会
で
話
に
花
を
咲
か
せ
、

大
人
に
な
っ
た
喜
び
と
未
来
へ
向
け
た
希

望
を
胸
に
し
た
新
成
人
た
ち
の
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。�

�

■�
�

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。�

　
い
よ
い
よ
、
大
人
の
社
会
で
の
旅
が
始�

ま
り
ま
し
た
ね
。�

　
長
い
人
生
の
な
か
で
は
、
成
人
式
の
記

憶
は
あ
っ
と
い
う
間
に
遠
い
過
去
の
も
の

と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

　
で
も
、
こ
の
日
の
記
憶
と
気
持
ち
を

い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
に
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
。�

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
日
の
た

め
に
頑
張
っ
て
き
た
運
営
委
員
の
皆
さ
ん
、

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。�

��

謝　　辞�
　本日は、私たち成人の第一歩にあたり、このような式
典をあげていただき誠にありがとうございます。�
　こうして「成人の日」を迎えることができたのも、今
日まで私たちを温かく見守り、支え続けてくださった両
親をはじめ、先生方、地域の方々のご協力のおかげであ
ると思います。�
　私たちは今後、様々な苦難を乗り越えて自己を確立し
ていかなければなりません。それは、これから生きてい
くうえでの基盤づくりともいえるでしょう。�
　人間の生き方とは、可能な限り自分に甘えないという
ことではないでしょうか。そのためには、常に努力と向
上心を持ち続けることが大切だと考えます。�
　努力するということは、誰もが与えられた共通の才能
だと思います。この素晴らしい才能を生かすも殺すも自
分次第と言えます。何かに失敗したとしても、その失敗
から逃げ出さずに常に前に進み続ける心を持ち、それを
更なる飛躍のばねに、社会の一員になれるような人にな
っていきたいのです。�
　それでも、まだまだ未熟な私たちはこれから先、長い
人生の中に辛いことがたくさん待ち受けて立ち止まって
しまうことがありますが、その時には仲間と支え合い、
これからの未来を築いていきたいと思います。�
　最後に、簡単ではございますが、これをもちまして感
謝の言葉と代えさせていただきます。�
　皆様、本日は私たちのためにお集まりいただきまして、
本当にありがとうございました。�

平成19年1月7日　　成人代表　松下　晋太郎�
�
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�
　地球にやさしいバイオマスエネルギーが今、注目
を集めています。12月23日、見奈良のクールスモー
ルでバイオマス・クリスマスが開催されました。会
場では、森の活動で集まった未利用材からペレット燃
料を製造したり、薪ストーブの料理試食会、もりも
りCO2ダイエットのマイバッグや風呂敷が当たる○
×クイズが行われ、大勢の家族連れでにぎわってい
ました。�

　12月11日、重信川河川敷のふれあい広場で老人
クラブ連合会の主催するクロッケー大会が開催され、
市内各支部の老人クラブから選ばれた選手、約100
名ほどが参加しました。当日は、冬冷えのする天気
となりましたが、チームごとにゼッケンをつけた選
手の皆さんは、見事なチームワークで日ごろの練習
の成果を発揮していました。�

　12月13日の夜、身体障害者養護施設の三恵ホーム
で夜間の防災訓練が行われました。警報器のサイレ
ンを合図に始まった訓練では、職員や地元の消防団
員が車椅子や可動式ベッドで入居者を整然と避難場
所まで移動。その後、中庭に集合し消火器を使って
消火活動を行いました。参加した団員は「これから
も積極的に交流しながら、万が一の場合に備えたい。」
と感想を述べていました。�

　12月8日、介護老人保健施設「希望の館」を川内
中学校の生徒が訪問し、人権の花贈呈式が開かれま
した。この人権の花は、人権啓発活動の一環として
川内中学校の生徒が大切に育てたシクラメンで、贈
呈式には市内の人権擁護委員などの関係者らが出席。
生徒たちは可憐な花をつけたシクラメンを贈呈すると、
手作りの紙芝居や歌を披露して、お年寄りから盛ん
な拍手を受けていました。�

咲かせよう　人権の花�
人権の花　贈呈式�

地域の消防と共に活動�
三恵ホームで夜間防災訓練�

みんなで止めよう　温暖化�
バイオマス・クリスマスin�
　　　　　　　　クールスモール�
�

日ごろの練習の成果を披露�
老人クラブ　クロッケー大会�
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　12月24日、良好な泉質が評判の「ふるさと交流館」
さくらの湯で大感謝祭が開かれました。これは、さ
くらの湯の来館者300万人達成とさくら市場オープ
ン３周年を記念して開かれたものです。さくら市場
前の駐車場にはやぐらが設置され、記念のもち撒き
やさくら市場の屋台などに市内外から詰めかけた多
くの人は大満足の様子でした。�

　12月24日、中央公民館大ホールで本物の舞台芸術
を身近に触れてもらおうとフラメンコを観る会の主
催する「フラメンコ　情熱のクリスマスイブ」とい
うイベントが開かれました。このイベントには、北
野田出身のプロのフラメンコダンサー、加地恵理さ
んが招かれ、情熱的で華麗なダンスを披露。会場に集
まった観客は、迫力ある演技に魅了され、盛んな拍手
を送っていました。�

　12月30日、横河原の水天宮で年末恒例の干支送
りが行われました。神社に奉納されるたたみ3畳分
ほどあろうかと思われる大絵馬には、東温高校美術
部の生徒たちによって、今年の干支である亥が力強
いタッチで描かれていました。真新しい絵馬は、地
元のまちおこしグループによって境内まで運ばれる
と、戌の絵馬と交替され、無事に干支送りが済まさ
れました。�

 1月9日、新しくなった消防庁舎で年始めの市長特別
点検が行われました。3階の大ホールに集合した消防
署員を前に 須賀市長は、「パッション（情熱）、ミッ
ション（使命感）、アクション（行動力）を持ち、市民
の期待に応えるよう業務に取り組んでください。」と
述べ、新しい時代に即応した消防・救急体制の確立
などを課題に挙げながら安心・安全なまちづくりへ
向けた決意を新たにしていました。�

戌から亥へ　大絵馬を奉納�

水天宮さんで干支送り�

パッション! ミッション! アクション!

東温消防市長特別点検�

おめでとう！来館者300万人�
さくらの湯で大感謝祭�

スペインの魂に魅せられて�
フラメンコ　情熱のクリスマスイブ�




